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Abstract 


For explanation of the mechanism of microfilarial periodicity, it is a basic problem 
to know the survival time of microfilaria in the host. Therefore, there have been rep- 
orted several papers concerning the experimental investigations on. it. Viewing these pap- 
ers reported in the past, however, there is found a great difference in the survival times 
obtained by each investigator. This disagreement may due to the irrationality of proced- 
ual method employed in these studies. In the present study, the author attempts to 
discuss the longevity and viability of microfilaria in various conditions from the results 
obtained by using a new method originated by us. | 

When the heparinized blood containing microfilaria is maintained in a test-tube,. 
living microfilariae swarm together near the boundary area between the blood plasma and : 
the blood cell sediment. Microfilariae were isolated from there by pippett, removed to 
the various kind of media in the watch-glass and then incubated in the glass capillaries. 
Under microscope, the activity of each microfilaria was checked until all microfilariae 
died and the numbers were counted every 8 hours. When the commulative mortality was 
drawn on logarithmic scale, a straight regression line could be obtained. The theoretical 


mean survival time can be represented by the 50 per cent value of mortality on this : 
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regression line. For this observation, microfilaria of Diro filaria immitis and Wuchereria bancr- 
ofti were used and the total numbers in each group of the experiment were RMWRORAKBMD 
1,000 - 3,000. 

First of all, the viability was tested at various temperatures and in various ‘media 
such as distilled water, physiological saline solution, and the blood plasma of animals and 
human beings. When one compares the mortality curves given by different temperatures. 
from 5°C to 37° C, it becomes clear that the survival time in vitro of microfilaria 
depends much on the temperattire. Generally speaking, the survival time was longer in 
refrigerator at 5°C than at room temperature of 200 while it was signifcantly short at 
Oro 

In physiological saline solution, the mean survival time of D. immitis microfilaria. 
expressed by 50 per cent value was 216 hours at 9^C, 61 hours.at 21?C, 9 hours at 27 Came 
respectively, but in each group, the last microfilaria was remained alive for 426 hours, 
392 hours and 48 hours after all others died out. The survival time was also influenced 
by the kind of media in which microfilariae were incubated, for example, the mean 
| survival time of D. immitis microfilaria at room temperature was approximately 74 hours 
| in distilled water, 61 hours in physiological saline solution and 216 hours in the rabbit 
' blood plasma, and it was longest in the blood plasma of non-infected dogs as long as 254 
. hours. It was of interest to note that the blood plasma of infected dog tend to reduce 
the survival time of D. Dm microfilaria. The survival time of bancroftian type microf- 
ilaria in vitro as compared to that of dog heart worm was relatively short in any condi- 
| tions, especially the viability was found markedly inhibited in the blood plasma of animals 
other than human being. This finding suggest that bancroftian filarial worm has the high ~ 
specificity in adaptation to the host. n | | 

In order to see the longevity of microfilaria in vivo, the living microfilariae were 
transfused intraveneously into fresh animals. In the dogs received intraveneous transfusi- 
on of the blood containing about 950,000-5,700,000 microfilariae of D. immitis, the microfi- 
laria continued the emigration into the peripheral circulation for a long time at least 
more than 50 days, showing a nocturnal sub-periodic fluctuation in the number. However, 
the.microfilariae transfused into rabbits disappeared from the peripheral blood within 21 . 
days, during which the periodicity was rather indistinct. On the other hand, it was noti- 
ced that W. bancrofti microfilaria could not be demonstrated in the blood streams of 
recipient dog and rabbit, even if a large number of the larvae were given. However, of 
the animals which were autopsied immediately after tte transfusion, a moderate number 
-of the living larva was usually recovered in the various organs such as the lung, liver | 


and. kidney. 
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系 状 虫 の 任 忠 が 宿主 内 で どの 位 生存 し 得 る も の か を 
明らか に する と と は 所 調 ミ クロ フィ ラリ ア の 定期 出 
現 性 の 機 序 を 解明 する 上 で も きわ め て 重要 な 事項 で あ 
る 。 そ れ 故 に 古く は Manson (1912), — Fülleborn 
(1912), Wellman (1912) を は じ め 我 国 で 望月 
(1912), 北條 C1931), 村田 (1938) ほか 多数 の 報告 が あ 
り , 夫々 宿主 体内 で の , 或いは 生体 外 で の 生存 期間 に 
つい て 観察 を 行っ て いる . 先 づ バン クロ フト 和 糸状 虫 の 
生体 外 で の 生存 期間 に つい て 聖 月 (1912) は 腹水 液 中 


本 


に た くわ えら れ た 仔 虫 が 氷室 内 で 67 時 間 , 37°C で は _ 


24 時 間 生 き の び た と と を 記載 し て いる . 竹下 , 奥田 
(1925) は 同じ く 生 理 食塩 水中 に 保存 する と 11°C~ 
15?C の 条件 下 で 12 日 間 生 きる と と を , 北條 1931) 
は 脱 織 維 血 液 中 で 実験 し 。 20C で 7 日 間 。 10°C で は 19 
| 日 間 生存 する の を 見 て いる . D. immitis の 仔 虫 を 用 い 


た 観察 と し て 吉村 191) は 血清 内 入れ た 仔 虫 が 氷室 


内 で 10 日 , 室温 で 2 ~7 日 間 生存 し た と と を 報告 し 
村田 (1938) は クエ ン 酸 加 血 液 内 で の 生存 期間 は 温度 に 
よっ て 24 時 間 か ら 261 時 間 に わ た る 大 き な 差 異 が ある 


と と を 認め て いる . 最近 Taylor (1959)1 は D.immilis, | 


W. bancrofti, Loa loa DRE Tyrode 液 中 に 入れ る 
と 10 て 14 日 間 生 存する と と を 報告 し て いる . | 
動物 体内 に 移 注 さ れ た 仔 虫 の 運命 に つい て 古く は 


— 間 に わ た り 腹 腔 内 で 生存 伴 是 が 恐 


Tul 


発見 され る と と を 報告 し て いる . その後 吉 村 C1914) は 
家 兎 の 腹腔 内 に 注入 され た D. immitis FRIAS 


Rift PAC 4 週間 で 出現 し は じ め 100 日 以 内 に 消失 


する が , 内 臓 血 管内 で は 更に 長期 間 生存 し うる と と を 
主張 し て いる . 村田 (1938) も D. immitis 任 虫 を 家 
兎 と 犬 に 移 注 し , 28 日 か ら 52 日 間 に わ た っ て 生き た 仔 
虫 を 証明 し て いる . AK, KA (1957) も D. immitis 
他 虫 は 体内 で 少く と も 24 時 間 以 上 生存 する と と は 間 違 
いな いと 考え て いる . —J; W. bancrofti (Cv Cii 


察 例 が きわ め て 少な い が , 横川 に よれ ば 動物 に 移 注 し 


て も 末 構 血 内 に 出現 を みず , 北條 (1918) が マウ ス の 
腹腔 内 に バン クロ フト 仔 虫 を 移 注 し た 実験 で は 約 3 週 
AD SNS, 全 期 間 
を 通じ 末 模 血 内 に は 出現 し て いな い . と の よう に 過失 
に お ける と れ ら の 成績 を 通 覧 する と , 生体 内 外 を 問わ 


ず 各 研 究 者 に よっ て 得 ら れ た 生存 期間 は 大 き な ひら き 
が ある 仔 虫 の 生存 が 環境 に よっ て 大 き な 影響 を 受け 


る と と は 事実 で ある が , 同じ 条件 下 の 実験 を 行っ た も 
の で も その 値 は 一 定 し て いな い . と の よう な 事実 は 仔 
虫 の 寿命 , 生存 期間 を 知 ろ うと する 実験 の 方 法 や 生存 


- 時間 の あら わし 方 に 一定 の 規準 を 欠く と と に その 原因 


の 一 つが ある よう に 思わ れる . 
著者 は 一 部 新しい 方 法 を 用 いて 実験 を 行い , FRO 


Filleborn ( 1908 ) が 既に 正常 犬 に 移 注 され た 体外 。 体内 に 於 ける 寿命 に つい て 追究 を 行っ た の で そ 
D. repens が 2 年 半 に こわ た っ て 末 構 血 内 に 生き た 仔 虫 が | の 成績 を 報告 し た い . | | 
ACO ROTM 


1) SBME HE 


実験 に は Dirofilaria immitis と Wuchereria bancroti | 


の 2 種 の 仔 虫 が 用 いら れ た . 
生体 外 で の 生存 期間 を みる た め の 仁 虫 を 得る に は い 


_ OSAMA! と 最も 多 < 出現 する 午前 0 時 前 後 ? cÈ l 


に 採取 し , へ パリ ン を 予め 加え て ある スピ ッ ツ グラ ス 
に 入れ て 混和 し 約 2 時 間 放 置 する と 血液 は 地球 部 分 と 
血 疾 部 分 と に 分 れる . 血 中 の 仔 虫 は 次 第 に と の 二 層 の 


. 境界 線 に 集 っ て くる の が 確認 され る . メラ ンジ ュー ル 
含む AAA 


を 用 いて と の 境界 面 か ら 多数 の FRE A 


120cmm 吸い 上 げ , ホー ル グ ラ ス 移し て 実験 に 用 い 


る 色々 の 保存 液 と 混和 , 直ちに その 一 定量 を ガラス 毛 


- 細管 (主として ヘマ トク リッ ト 管 を 用 いる ) 内 に 封入 


一 低温 恒温 回, 37°C (APRONS 


$5. と の 毛細 管 を 数 本 まとめ て スラ イド グラ ス 上 K E 
[Y 20v24 b] を 用 いて 貼り つけ る . (RE LED と の 


スラ イド グラ ス を 水 を 人 れ た が ラス 容器 の 中 過 し ず め , 
顕微 鏡 下 で 光源 を し ば り 征 ら 10 x 10 人 税率 で 仔 虫 の 算定 


と 運動 状況 を 観察 する . 顕微 鏡 下 で 振動 その 他 の 刺激 
を 加え て も 動か な く な っ た も の を 死亡 と 判定 し て , 時 
間 と 共に 増加 し て ゆく その 数 を 8 時 間 毎 に 算定 , と の 
稚 察 を 全 仔 虫 が 死亡 する まで 続行 する . 本 実験 で は と 
の 毛細 管内 で の 仔 虫 の 生存 に 及ぼ す 温 度 と 保存 液 の 影 

ZCowcaBsikL7:33, 5?C は 冷蔵 庫 。 20*C て は テー ハ 
を 用 いて 夫々 温度 を 調 
節 し 観察 を 行っ た . 又 保存 液 の 種類 は 注射 用 蒸留 水 , 
生理 食塩 水 , EZD FERIE, REE 
OFF BRAD MEO 6 種類 で ある . (第 1 図 ) 
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Fig. 1 Incubation of m icrofilariae into 
micorotube. 


plasma 


blood cell sediment 


The whole blood separate into two layers. 


Microfilariae are isolated from the boundary . 


area, and incubated into microtube with 
various media. 

2) 仔 虫 死亡 曲 線 

先ず 20*C の 恒温 の も と で 犬 系 状 虫 仔 虫 及び バン クロ 
フト 系 状 虫 仔 虫 を 蒸留 水 の 中 保存 し , 前 述 の 方 法 で 
へ マト クリ ッ ト 管 内 に 封入 し , 仔 虫 が 時 間 と 共に 死ん 
で ゆく 経過 を 追 完 し た . 第 1 表 は それ ぞ れ いく つか の 
Hcc ov CREER ETZ. MHOBS CHIC Id 


その 一 部 の 数 値 し か 記載 し て いな い . 先ず 犬 糸 状 虫 任 


虫 の 総和 1972 隻 に つい て みる と , 封入 後 死亡 仔 虫 が 最 
- 初 に あら われ た の は 24 時 間 目 で 20 隻 , 1.012% で その 後 
死亡 率 は 次 第 増加 し て 72 時 間 目 に は 45.7422, 160 時 
間 目 で その 率 は 902% を 越え る . 最後 の 数 隻 が 死亡 し た 
の は 216 時 間 目 で ある . ーー 
パン クロ フト 糸状 虫 仔 虫 199] 隻 つい て 同様 な 民 察 
を 行う と , 最も 長く 生き た の は 209 時 間 で 前 者 と あま 
VEON. し か し 犬 部 分 の 仔 昌 が 死ん で ゆく 経過 
は 前 者 と 比べ て 速 か で , 8 時 間 で 9.89%, 24 時 間 で 
52.8926, 52 RE] C44, 29% 2B9E C: L, 96 時 間 で その 率 は 
90% を 越え て いる . と の 死亡 率 を 横 軸 と 時間, liic 
死亡 率 を と っ て グラ フ を 画 く と , 夫々 の 死亡 曲線 が 得 
られ る . これ を みる と , いづ れ の 場合 で も どく 少数 の 
仔 虫 が 例外 的 に 長 時 間 生 き の び , これ が 100 多 死亡 時 


Fig. 2 Cummulative mortality rate of micro- 
filaria in distilled water, 20°C. 


Y 
10 
9 
g 。 み て ー3.30 メ ー0.13 (W. bancrofti) 
7 2 Y—4.35X —3.49 (D. immitis) 
z 6 ^ 
gst リン 
E 4 £ 
ar oe 
3 ud 
デ 
2 
1f %2-test:Pr>0.05 . 


1.0 2.0 3.0% 


log H H; incubation period(hour) 
M: mortality of microfilaria 


間 と し て 表わさ れる . と の グラ フ で 横 軸 対数 , 縦 軸 
(に プロ ビッ ト 変 換 を 行っ て みる と , 第 2 図 に 示す よう . 
(に 夫々 の 値 は よく 直線 上 に 乗り 夫々 犬 糸状 虫 仔 虫 で 
は \ ニ 4.35 ズ ー3.49, Ny 2 n 7 dk dp cii Y-— 
3.30X —0.13 の 式 で あら わ さ れ る 回 帰 線 を 得 る と と が 
出来 る ・ と れ を x8-test を 行う と いづ れ も る 0.0576 

意 水 準 で この 式 を 満足 する も の と 判定 され る . と れ 
— は 時 間 の 対数 値 と 一 定 の 関係 が ある と と 
を 示し て いる ・ と の 回 帰 線 か ら 52% 死 亡 率 を 求め る と , 
内 々 犬 終 状 虫 仔 虫 74 時 間 , バ ンク ロフ ト 和 糸状 虫 仔 虫 35 時 
間 と いう 値 が 得 ら れる . と れ は 最も 多数 の 仔 虫 が と の 


_ 時 間 の 前 後に 死亡 する こと を 意味 する も の で 夫々 の 種 
. の 仔 虫 の それ ぞ れ の 条件 下 で の 寿命 を 代表 する も の と 


考え られ る . (第 1 表 , 第 2 図 ) 

3) 温度 の 影響 

RRRLAY 7 7 RRO RARER 
中 に た くわ え , PUE 5°C, 20°C, 37°C に お いて 
Hh oigo Bo SE LK. Xf ouis mec 
曲線 は 第 3 , 4E 第 2 表示 し て ある が vont 
環境 の 温度 に よっ て 仔 虫 の 生存 期間 が 著 LIE 
ける と と が 明か で ある . 

OS OE 
テン ポ が きわ め て 速やか で , 封入 直後 か ら 仔 虫 の 運動 
が よわ り , 8 時間 目 で 1794 隻 の うち 既に 43.0% が 死亡 
し , BEHEER SEA ROPER S VA 20°C | 
の 場合 は と れ よ り ゆ る や か で ある が , 224 時 間 目 に 4.99, 
A0 EE C21, 1262886 C L, 全 仔 虫 が 死亡 し た の は 5352 時 
間 で ある . SC で は 仔 虫 の 生存 時 間 は 最も 長く , 最後 
D XC € ik 426 時 間 生 き の び て いる . 最初 の 24 時 間 で 
0.043%, 120 時 間 で 10.0% と 死亡 室 は ゆる や か を 増加 し , 


概ね 216 時 間 か ら 224 時 間 で 約 半数 が 死亡 し て いる ・ 得 


られ た 回 帰 線 か ら 50 死亡 時 間 を 求め て みる と , その 
値 は 37*C で omg, 20*C で 61 時 間 , S°C で 216 時 間 と 


PE 3 s | 岩本 v 


Table 1. Mortality of microfilariae incubated in distilled water 


at 20°C according to lapse of time. 


1. D. immitis 


| EE ee ee, 
Exp. sted 8 16 24 40 S6 72 88 104 120 136 152 176 184. 196 216 
| | | | | 
1 | 228| 0 0 0O 42 54 141 149 158 160 180 209 225 
2 | 222} 0 0 0 45 57 147 165 168 167 183 195 220 222 
3 | 252| 0 0 0 12 45 180 228 228 230 237 249 250 252 
4 | 449| 0 0 20 37 60 163 264 275 280 315 336 423 431 449 
5 | 307) 0 0 0 18 25 141 195 203 221 288 297 301 301 304 307 
6 | 517) 0 O 0 13 36 121 180 212 251 324 364 491 508 517 
AE wn o` o 20 167 277 902 1181 1241 1309 1527 1650 1910 1939 1969 1972 
| (1.0) C8.4DC14. OCAS. 7)C59.8)C62.9)(66.3)77.4C83.6)CO6.8C98.2)(99.8)Q00:0) 


C D: mortality 


2. W bancrofti 


No. of NO- j TEE Incubation period (hrs). | | | 
; mf. l 
Exp. tested 8 16 24 40 56 72 88 104 120 136 152 168 192 200 


1 | 990! 117 267 349 549 650 745 851 983 968 979 989 990 
2 | 764| 66 171 220 441 533 569 659 698. 723 752 756 760 760 764 
3 | 237! 14 71 86 178 212 222 234 235° 236 236 236 236 237 


197 509 655 1168 1395 1566 1744 1866 1927 1967 1981 1986 1987 . 1991 


Total | 1991 | (9 8525. 5)(32. 8)(58. 6) (70. 0) (78. 6) (87. 8) (93. 7) (96. 7) (98.7) CS9. 4) (99. 7) (99. 7). (100.0) 
C 3: mortality 
Fig. 3 Mortality curve of microfilariae of D. Fig. 4 Mortality curve of microfilariae of W. 
immitis in physiological saline solution bincrofii in physiological saline solution 
under the various temperature. | . under the various temperature. 
2 . 
100 37°C 20 じ 5 で C 


Mortality rate 
C1 
ぐう 
Mortality rate 


0 24 72 120 168 216 264 312 360 408 Ü "24. 72 120 168 216 264 312 360. 
Incubation period . hrs =- Incubation period hrs 
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Table ? Influence of temperature on survival time of microfilariae 
ID OU 上 | 


~ Incubation period(hrs) - 


No. of mf. 


Temperature "ested: dj. 38 16. 24 40 56 . 72 88 104 _ 120 136 152 168 
= 
37°C |. 1704 773 1377. 1594 1785 
| (48.0) | (76.7) (88.8) (99.4) 
20°C 1316 0 . 0 65 278 538 745 837 901 ' 963. 991 1038 1102 
(4.9) (211) (40.8) (56.6) (63.6) (68.4) (73.1) 95.3) (78.5) 33.2) 
S*C |. 2004 0 J 1 21 29 51 98 _ 130 202 338 444 548 
(0.04) (1.0) (1.4) | (2.5 (4.8 | (6.4) (10.0) (16.8) (22.1) (27.8) 
Temperature | No. of mf. Incubation period(hrs) | 
An tested 184 192 200 216 232 248 264 280 "296 312 352 426 
37°C (i794. 
20°C 1316 1178 1220 1236. 1848 1253 1363 1276 1290 1295 1392 1316 
(89.5) (92.7) (08.9) (94.8) . (95.2) (95.9) (96.9) (98.0) (98.4) (98.9) (100.0) 
5°C 2004 — 704 773 838 1002 1271 1413 1521 1656 1744 1862 1948 2004 


(35.1) — (38.5) (41.8) (80.0) (68.4) (70.5) (75.8) | (82.6) (87.0) (92.9) (97.2) (109.0) 


Oe TE 


No. of mf. 


~ Incubation period(hrs) 


Temperature | ^ tested 8 16 24 40 56 72. 88 — 104 . 120 136 152. 168 
37°C 1099 — 431 767 1044 1099 
R^ Y (39.2) (69.7) (94.9) (100.0) 
20°C | 1305 0 0 1 23 101 278 524 669 |. 955 1129 1284  — 1801 
oy | (0. 5) (1. 7) (7.7) — (21.3) (40.1) | (58.9) (73.1) (86.5) (98.3). (99.6) 
5°C 1961 0 0 36 68 115 189 303 421 ^ 537 630  . 765 890 
" x (1.8) (3.4) (5.8) (96) (153.4) GLA 07:3) 32.5) (39.0) (45.3) 
EN No ormi. Incubation period(hrs) | 
P . tested 184 192 200 216 232 248 264 _ 280 206 | 312 352 376 
—— vam ] ..u po 0 MUT M——M———————M ——————————————— 
37°C . 1099 | | | | 
-20°C 1305 1303 1305 
| (99.6) (100.0) | | , 
59C. | | 1961 . 950 670 1011 1126 1238 . 1363 | 1508. 1607. . 1691 1780 1919 1961 


(81.9) . (86.2) (90.7) (97.8) (100.0) 


(48.4) | (49.6) . (51.5) (57.4) (63.1) (69.8) — (76.7) 
; | x: | D E- mortality rate 


Zj 
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Table 3 Comparison of viability of microfilariae in various kind of media. 


1. D. immitis - 


DEL aR 


Incubation period(hrs). | 8 16 24 40 56 72 88 104 120 136 152 168 184 
No. of | | IM EIE ELIO COD GM 
Kinds of media mf. Cummulative number of died microfilariae 
tested l E | 

Distilled water 1972 0 0 20 167 207 902 1181 1241 13090 . 1527 1650 1855. 。 1949 . 
m p (1.01) (8.46) (14.04) (45.74) (59.88) (62.93) (66.37) (77.43) (83.67) (84.06) (98.83) 

Physiological saline solution | 1516 | o 0 65 278 $38 745 837 901 963 991 1038 1102 1178 
Blood piasma | | (4.93) (21.12) (40.88) (56.61) (63.60) (68.46) (73.17) (75.30) (78.57) (83.73) (89.51) 

. Uninfected man 2074 0 0 0 24 89 228 375. 532 647 785 894 1040 1180 
(1.15) (4.29) (10.99) (18.08) (25.65) (31.19) (37.84) (43.10) (50.14) (56.89) 

Uninfected rabbit 2580 a 0 9 79. 162 286 332 357 459 568 625 861 .1004 
| (0.34) (3.060 (6.27) (11.08) (12.86) (13.83) (17.79) (22.01) (24.22) ($5.37) (38.91) 

Uninfected dog 2300 0 0 0 9 21 42 142 192 304 406 457 540 620 
| | (0.93) (0.91) (1.82) (6.17) (8.34) (13.21) (17.65) (19.86) (23.47) (30.00) 

Infected dog 1. 1299 0 0 9. 21 59 108 119 123 178 216 253 332 376 
(0.6) (1.6) (4.5) (8.3)  (9.D (94) (13.7) (16.6) (19.4) (25.5) (28.9) 

dog 2. 1206 0 0 0 32 104 335 551 625 775 860 927 983 1018 
| (2.60 (8.60 (27.7) (45.6) (51.8) (64.2) (71.3) | (76.8) (81.5) (84.4) 

| dog 3. 1732 0 0 8 190 606 | 703 809 863 1047 | 1099 1174 «1251 1273 

l (10.9) (34.9) (40.5) (46.7) (49.8) (60.4) (63.4) (67.7) CLO (3.4) 


280 


328 


No. of 
Kinds of media mf. Cummulative number of died microfilariae 
エーーー ニニ ニニ > 
Distilled water (| 1972 1958 1969 1972 
oS . A . | C99.29) (99.84) (100.00) - | yg 
Physiological Sa Mae solution | dzie 1220 1236 1248 1253 1263 1276 1290. 1295 1302: 1306 =1316 (352 hrs) 
Biosa piss (92.70) (93.92) (94.83) (95.21) (95.97) (96.96) (98.02) (98.40) (98.93) (99.24) | 
Uninfected man 2074 1216 1270 1338 1437 1504 1605 1687 1735 1803 1853 32074 (534 hrs) 
(58.63) (61.23) (64.51) (69.26) (72.51) (77.43) (81.34) (83.65) (86.93) (89.24) 
Uninfected rabbit 2580 1047 1062 1301 1638 1703 2076 2300 2341 2380 2437 一 2580 (480 hrs) 
| (40.58) (41:16) (50.42) (64.48) (69.49) (80.46) (89:14) (90.73) (92.24) (94.45) | 
Uninfected dog 2300 745 786 870 1010 1088 1224 1347 1474 1714 1901 +2300 (440 hrs) 
| (32.39) (34.17) (38.21) (48.91) (47.30) (53.21) (58.56) (64.08) (74.52) (82.65) : 
Infected dog 1. 1299 498 525 702 934 1028 1083 1201 1266 1299 
(38.8) (40.4) (54.0) (71.9) (79.1) (83.3) (02.4) 7.4) (100.0) 
dog 2. 1206 1024 1033 1061 1079 1116 1152 1180 1194 1201 1205 
(84.9) (85.6) (87.9) (84.4) (92.5) (95.5) . (97.8) (99.0) (99.5) (100.0) | 
dog 3. 1732 1281 1290 1312 1345 1359 1370 1386 1400 1434 1448 31732 (624 hrs) 
| 3.9) (74.4) (75.7) (77.6) (78.4) (79.0) (80.00 (80.8) (82.7) (83.6) 


NENNEN NUN Pu dM MU MCN MEM GEM cM MEM MA ME HER e 
( ) 


: mortality rate 
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フィ ラリ ア 仔 虫 の 生存 期間 に 関す る 研究 


2. W. bancro fti 


Incubation period (hrs) = | 8 16 24 40 $6.7 72 88 104 120 136 152 168 
No. of m | 
Kinbs of media mí. Cummulative number of died microfilariae | 
= tested | . | 
Distilled water 1991 107 . -502 655 1168 1305 1566 1744 1866 1972 1967 1981 1986 
p l l (8.8) (25.5) (32.8) (58.6) (70.0) (78.6) (87.5) (93.7) (96.7) (98.7) (99.4) (99.7) 
P Aye ole CAAA A SOOD |. Satis 0 6 1 ^ 23 101 . 278 524 ^ ` 769 955° '1120 1284 1301 
Blood plasma | (0.5) (1.7) (7.7) (21.3) (40.1) (58.9) (73.1) (86.5) (98.3) (99.6) 
Uninfected dog 1058 5 S2. 133 . 322 527 903 1048 1058 — ! 
| (0.4) (7.7) (12.3) (31.0) (49.8) (85.3) (99.0) (100.0) 
Infected dog 2170 1513 1522 1538 1635 1753 18390 . 1927 2002 2031 2051 2099 2123 
| (69.7) | (70.4) (70.8) (75.3) (80.7) (84.7) (88.8) (92.25) (93.5) (94.5) (96.7) (97.8) 
Uninfected rabbit 1935. 1921 1935 | i 
: (99.2) (190.0) ! | ! | 
RAGS IDdD 1068 0 2 18 56 199 447 876. 936 945 981 908 1018 
Infected man (0.1) (1.6) (5.2) (18.6) (41.8) (82.0) (87.6) (88.6) (91.8) (93.4) (95.3) 
. | man ` 3215 126 553 ' 1321 2684 2807 . 2848 2871 2913 2926 2951 2999 3025 
(3.9) ^ (17.2) (41.1) (83.5) (87.3) (88.6) (89.3) (90.6) (91.0) (91.8) (93.3) (94.1) 
2. man 1730 21 81 210 1035 1277 1389 1488 1517 1536 1566 1590 ^ 1608 
(1.2) (4.6) (12.1) (59.8) . (73.8) (80.2) (86.0) (87.5) (88.7) (90.5) (91.9) (92.8) 
3. man 2074. 0 6 220 428 . 1713 i856  . 1972 2210" 2311 2382 2504 2528 
(0.2) (7.4) (14.4) (57.6) (62.4) (66.3) (74.3) (77.7) (80.1) (84.2) (85.0) 
Inoubation period (hrs) 184 192 200 216 232 284 264 288 336 360 368 432 
| No. of | "v 
Kinds of media mf | Cummulative number of died microfilariae 
tested j | 
Distilled water | 1991 1986 1687 1991 
MM ; l (99.7) (99.7) (100.0) | 
Physiological saline solution 1305 1303 1305 | ; 
Blood plasma (99.8) (100.0) 
Uninfected dog 1058 "T 
Infected dog 2170 | 2146 2146 2151 2157 2157 2158 2160 2167 2170 
| (98.8) (98.8) (99.1) (99.4) (99.4) (99.4) (99.5) (99.8) (100.0). 
Uninfected rabbit |. 1985 | | | | 
is es 1063. | 1034 1043 1046 1050 1085 10590 1062 1068 1067 106; 1068 
| (96.8) (97.6) (97.9) (98.7) (98.7) (99.1) (99.4) (99.8) (99.9) (100. 0) 
1. man 3215 3054 3089 3122 3144 3166 3192 3202 3215 | | | 
(95.0) (96.1) (97.1) (97.8) (98.5) (95.3) (99.6) (100.0) 
2. man 1730 1646 1655 1662 1675 1688 1702 1709 1718 1728 1730 
| | (95.1) (95.6) (96.0) (96.8) (97:58) (98.3) (98.7) (99.3) (99.8) (100.0) 


3. man 2974 .2537 2563 2587 2620 2629 2647 2659. .2700 ' 2802 . 2837 2876. 2974 
| | (85.3) (86.2) (86.9) (88.1) (88.4) (89.0) (89.4) (90.8) (94.2) (95.4) (96.7) (100-0) 


C 23 imortaity rate 


.182 | 岩 本 


な る . 同様 の 観察 を バン クロ フト 和泉 状 虫 仔 虫 群 1099 ン 
O 1961 隻 に つい て 行っ て みる と 犬 糸状 虫 の 場合 と 略 同様 
O な 成績 が 得 ら れ , 夫々 最長 の 生存 時 間 は 37^C で 40 時 間 , 
。 20?C で 192 時 間 , 5*C で 75 時 間 で ある . 又 502% 死 亡 時 
_ 間 は 7 時 間 , 96 時 間 , 194 時 間 と 算定 され る . 

以上 の よう に 体外 で の 仔 虫 の 生存 時 間 は 環境 温度 
強く 支配 され , 低温 こ て 長 く , 体外 で は 37?C と いう 高 
温 は 仔 虫 の 生存 に 不適 で ある と と が 須 わ れる 。 又 バン 
クロ フト 和 ォ 状 虫 仔 虫 は 犬 糸 状 虫 仔 虫 に 比べ て 一 般 に 体 
外 で の 生存 時 間 が 低い . (第 2 表 , 第 3, 4 図 ) 

4 ) 保存 液 の 影響 | 

20^ C TE MO 6 & CURRO EV AC S TEIRO ETE 
時 間 の 差異 を 観察 し た . その 成績 は 第 3 表 , 第 5 Mic 
示し て ある が 。 犬 糸状 虫 仔 虫 の 場合 に は 蒸留 水 , 生食 
水 で その 寿命 は 最も 短く , 50% 死 亡 時 間 。 100% 死亡 
- 時間 は 夫々 92 時間, 216 時 間 及 び 62 時 間 。 352 時 間 と な 
っ て いる . Cic $ 80 iS OX; ec Ix 


に 長く , 特に 50% 値 で あら わし た 平均 寿命 は 正常 犬 血 


| ECO, 全部 が 死亡 する の は 440 時 間 を 要 し て 
いる . 家 兎 血 次 で も 216 時 間 , 480 時 間 で と れ 匹 造 し , 
JES AIL ETSO, 10022 死 亡 に は 554 時間 を 要 
し , 比較 的 長く 生存 する . 


WY 7 a7 PRGA CRO SNORRIRONS 


も 犬 糸 状 虫 仔 忠 の それ と 比べ る と , 生存 時 間 が 短い 


その うち で 正常 人 血 此 と 生理 食塩 水 で 仔 虫 の 死亡 の 速 — 
度 が ゆる や か で 最も 長い 生存 時 間 を 維持 する と と が 出 
来る . 前 者 で は 50% が 795 時 間 , 最後 の 一 隻 が 368 時 間 , 


後者 で は 夫々 96 時 間 , 192 時 間 生 き の び て いる . し か し 
他 の 保存 液 で は 封入 後 早 い 時 期 か ら 死 亡 す る 仔 虫 が 出 
現し , その 数 が 急激 に 増加 する . Dy zc Ue C i 


命 は それ ぞ れ 対応 の 正常 宿主 血 交 の 


Ij 


封入 後 8 時 間 目 で 195588 5 5 99.22% が 既に 死亡 し , 
16 時 間 目 に は 生き た 仔 虫 は み ら れ な い . RC IE C 
は 8 時 間 目 に 約 70% が 死亡 し , 50% 死 亡 時 間 は 6 時 間 


CHS. 115 時 間 で 99% 以 上 が 死亡 し て いる . 正常 大 


血 繁 で も 50% 値 54 時 間 , 104 時 間 で 全数 が 死亡 し て いる . 


と れ ら の 生存 時 間 は どちら か と 言え ば 生理 食塩 水 や 地 


留 水 で の それ より も る 短く , バン クロ フト 系 状 虫 仔 虫 は 
人 以外 の 動物 の 血 期 の 中 で は か えっ て その 生存 が 障 奄 
SIS TCEDBRMDIVS. 
RICKMRBRENY IZ a7 AOI RAR a 
の 感染 犬 及び 感染 者 の 血 此 中 に 封入 し た 場合 の 生存 期 
間 に つ いて みる と (第 3 表 う , 夫々 3 MSs OBRCH 
% 平 均 寿 命 は 犬 糸 状 虫 仔 虫 で 97 時 間 か ら 208 時 間 , バ | 
v27 PAIR RCRD 5 SOREL. Sfp s 
が 死亡 する 時 間 は 夫々 312 一 624 時 間 , 288 一 504 時 間 と 
か な り の 開き が ある が , 50% 値 で も あら わ さ れ る 平均 寿 
場合 と 比べ て 短縮 
し て いる の が 用 わ れる . | 


= Fig. 5 Mortality curve of microfilariae in 


various media at 20°C. 
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1 ) 実験 方 法 と 材料 


犬 終 状 仔 虫 , バン クロ フト 系 状 虫 仔 虫 を 含む 宿主 血 


BERMAS ENAKOSTI S. と の 場 
| Je AMI OSTEN, RR CIEL DREE 


Pus ME ずつ 徐々 に 行わ れこ 


Z. パン クロ フト 仔 虫 の 移 注 に 関連 し て 正常 犬 の ほか 
一 部 肝臓 摘出 犬 を 用 いて 実験 を 行っ た . 未 構 血 内 の 仔 


虫 数 は 2 時 間 毎 に 24 時 間 採 血 を 行い , その 総和 で 表 わ © 


Lic. 更に 門 脈 , 心臓 血 及び 内 臓 の 血液 に つい て も 仔 
虫 の 検索 を 行っ た . | 
2) RARRTROER 動物 へ の 移 注 実験 


仔 躍 陽性 犬 より 得 られ た 多数 の 任 虫 を 含む 血 洲 を 大 


4 頭 , 家 兎 3 匹 に 注入 し , 末 醒 血 中 に あら われ る 仔 東 od 


の 消長 を 仔 虫 が 消失 する まで 3 一 7 日 の 間隔 で 観察 し — 
た . その 成績 は 第 6 図 に 示し て ある . * 4. 3 
移 注 犬 第 1 号 : 体重 3 Ky, 輸血 量 55CC, 推定 移 注 総 
Hd 6007748, 移 注 直後 か ら 24 時 間 に 来 構 血 出 現 — 
し た 仔 虫 数 (24 x 60cmm) (27664, 4 B Bici 
am 2089C 増加 , 其 の 後 閣 次 減少 し て 1 日 目 841 

89 日 目 に 894 隻 93 日 目 に 510 令 と 多少 の 増減 を 示 
し 年 る 談 第 に 江 OB E CR e DAR | 
出現 し て いな い . 


742) TIF BO EEN ANAE 188 


移 注 大 第 2 号 : 体重 3 Ke, 輸 


7 日 目 1551 隻 で 区 ん ど 減 少 を みて いな い が そ の 後 64 日 
目 618 隻 , 111 日 目 112 隻 と 次 第 に 減少 し , 1628 Cine 
より 消失 し て いる . 

移 注 犬 第 3 B : 体重 約 2. 5kg, 輸血 量 55cC, 推定 移 注 
仔 虫 数 92 万 隻 , 最初 の 出現 仔 虫 数 約 744 隻 , 9 日 目 に 
は 1061 和 隻 に 増加 , その 後 7 日 毎 に 仔 虫 数 の 算定 を 行 
て ゆく と , 25 日 96] 隻 で 大 差 が な い . それ 以降 急激 iC 
. 減少 し て 37 日 目 に 319 隻 ,50 日 目 に は 5 &icid/b, 57 日 
目 に は 末 構 血 よ り 消失 し て いる . | 

移 注 犬 第 4 : 体重 約 3 kg, 推定 仔 虫 移 注 数 15077 
隻 , と この 例 で は 出現 仔 虫 数 は 当日 308 隻 と 少 い が , 4 
日 目 約 400 隻 と 一 時 増加 し 生 ら 28 日 目 218 隻 , 40 日 目 124 
隻 と 減少 し , 93 日 目 末 構 箇 か ら 消 失 し た . 


PARESE: 体重 約 3 kg HERB BOTT 


E, と の 例 は 移 注 仔 虫 が 最も 少な く , 当日 の 出現 仔 虫 
数 は 594 隻 , 4 日 目 534 隻 , 
し て いる が , 28 日 目 に は 211 隻 と 減少 し , 40 日 目 に 

E 
が 来 構 血 か ら 消失 する まで の 期間 は 症例 と より 異な る 
が , RINCE o CBE BAO SW) 6 OF RMA 
(出現 する 期間 が 長い . 一 方 犬 糸 状 虫 を 非 固有 宿主 で 


Fig. § Emigration of microfilaria into peri- 
pheral blood of recipient dogs and 


rabbits after inoculation. 


mf./60cmm 


2,000L1 ^ 


——into dogs( 4 cases) 
—-into rahbits( 3 cases) 


10 20 30 40 50 0d 76 80 9D 100 110 120 130 9 i 16) 
: Days after transfusion - 


3 量 60CC, 推定 移 注 仔 E 
虫 数 570 方 令 , 末 構 血 内 出現 仔 虫 数 は 輸 注 当日 1237 隻 , 


A 


BHERRICBELEAOMSABSD, いづ れ も 移 注 


後 20 日 な いし 40 日 で 来 模 箇 か ら 消失 し て いる . と と に 
その 第 1 例 は 推定 822 万 隻 の 多数 の 仔 虫 が 移 注 さ れ 
た 例 で , 移 注 直後 に は 1479 隻 を 算 え た も の が 速やか 
減少 し て 20 日 で 消失 し て いる . また , 犬 へ の 移 注 例 で 
は いずれ も る 移 注 直後 より 十 数 日 な いし 数 十 晶 (に わた っ 
て 推定 し た 仁 虫 数 を 維持 し , 中 に は その 間 に か えっ て 
増加 が 見 られ る と と さえ ある が 家 移 の 場合 は 直線 的 
減少 する の が 特長 で ある . と の よう に 動物 休 K 移 注 さ 


_ れ た 仁 虫 の 生存 期間 , 少な く と も 末 構 血 に 出現 し て 来 


る 期間 は 動物 に よっ て 大 き な ひ らき が あり HAAR 
主 の 場合 に は 格段 短縮 され る 傾向 が ある .( 第 6 RD 
3 ) DEENTRAR AER DH DS CO ER 

態度 
上 記 7 例 の 仔 虫 移 注 例 に つい て 2 時 間 毎 に 24 時 間 
わた り 60cmm 下 の 任 虫 数 を グラ フ の 上 に prot LTF 
EO ON RA 
E an 
最初 の 2 例 は 犬 へ , 次 の 2 PRZED BE CÓ S. 
第 1 例 で は 移 注 当日 か ら 5 日 , 168, 37 日 まで , 第 2 
例 で は 夫々 64 日 目 , IAB, 185 日 目 ま で 仔 虫 曲線 が 
画 か れ て いる . これ を みる と 概ね 夜 高く , 昼 に 低い 午 
後 8 時 か ら 24 時 に か け て ピー ー ク を 示す , 所 詩 夜 間 出現 
性 が 最後 まで 維持 され て いる . と れ に 反し て 家人 兎 移 
注 し た 第 3 4 例 で は 移 注 後 初日 。 7 日 目 及び 28 日 目 
の 仔 貝 曲線 が 示し て ある が , 直後 の 24 時 間 で は いずれ 
も 22 時 前 後に 最高 値 を も つ 定 型 的 の 夜間 出現 性 を 示し 
て いる が , 7 日 目 に な る と 曲線 は 平 担 と な り そ の 後 仔 
虫 数 の 減少 る を と も な っ て 周期 性 が 消失 する 傾向 が み ら 
RE SEE "RU 
4) 57207 FRA ROM ^ DERE 
a) ERR 6 頭 に 仔 虫 陽性 者 か ら 得 た 血 流 を 採血 直後 
注射 し て 末 槽 血 内 へ の 仔 虫 の 出現 及び 減少 消失 の 経過 
を 観察 し た . 第 1 BR (EX kp, 第 2 号 犬 (体重 5 
kg) CF IB MO O sn WeSC CHEE T T, 00058) 
2 PRINTED SILA CERIIR k V RA CE Ure. 静 注 の 
経過 中 5CC 毎 に 計 6 回 及び 全量 注射 後 と 夫々 60cmm 
AHA OPM, 仔 虫 を 検索 し た が 仔 躍 は 発見 出来 な 
か っ た . と の 2 頭 の 仔犬 は 人 血 注 射 終了 後 い づれ も a 
ョ ッ ク 症状 を 呈し 死亡 し 以後 の 追究 E が 不可 能 BE で あっ 
、 第 3 号 犬 (体重 2.549) に は 予め 門 碑 部 原 か テー 
conan eek 50CC (推定 仔 虫 数 44, 000) 


を 静 注 し た ・. 仁 虫 検索 の た め の 採血 BERMO ほか と 


の カテ ー テ ル よ り 門 脈 血 300cmm を 採血 し て 行っ た . 


Ph PHD DEN CA わずか に 50GC 注 射 終了 
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Fig. ] 24-hour rhythm of microfilaria of D. immitis inoculated into animals. 
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後 2 分 に 2 隻 の 仔 虫 を みた の み で ある . 尚 本 犬 も 第 1 , 
2 号 犬 と 同様 30ee 注 射 頃 より ショ ッ ク 症 状 が あら われ > 
5DCC 全 量 の 注射 終了 後 , 数 分 に て 死亡 し , その 後 の 検 
_ 索 が 出来 な か っ た . 同じ く バ ンク ロフ ト 終 状 虫 仔 虫 を 
RIN BLE Ure 2 例 で は 体重 2k9 の 正常 AGEN 5 CC 
及び 10ce の 人 血 で 推定 仔 虫 数 2, 009 及 び 5, 000 を 移 注 
する と 家 兎 は 徐々 に 移 注 し て いる に も か ゝ わら ず シ ョ 
ッ ク に より 死亡 し て し まい 未 槽 血 か ら の 仔 虫 の 証明 も 
出来 な な か っ た . | ー 

b) 第 4 号 犬 (体重 2.5kg), 第 5 SR (体重 3 kg) は 


予め 脚 臓 病 出 を 行ない 夫々 50CC (44,0008), 750C | 


(30, 000%) ARRIR k O BEL, 前 述 の 末 憧 血 と 門 


脈 カ テー テル より 採血 し た . 第 4 号 犬 は 人 血 を 輸血 し 


で も 前 述 の よう な ショ ッ ク 症 状 を お と す と と も な く よ 
く と れ に 耐え , 輸血 終了 後 24 時 間 生存 し た . RAE 
は 全 経 過 を 通じ て 仔 昌 が 発見 され て いな い . し か し 輸 


20 分 5 & 


_ (300cmm) か ら は 5 CC 輸血 時 13 和 隻 , 


20 ト . 


| 10 


2 4 6 8 10121416182022242 4.6 8 101714 
Time of day 


mes f Ege oc 6 時 間 目 に 300cmm の 門 脈 血 中 に わ ず 
か 1 3-2cCi は ある が 仔 虫 が 認め られ た . COKE 


輸血 を 行っ た 第 5 号 犬 で も ショ ッ ク 症 状 は 少な く , 全 
25 分 まで 生存 させ る と と が 出来 た . EO 


量 輸血 終了 後 , 
ARV CARI, 門 脈 血 検 査 の は か 副 検 を 行ない , 各 
——— M 
z. REMA 5 LAT 3 者 同様 仔 虫 は 証明 され な か っ た 
uu x $155 2€ 
2, 25459 隻 の 仔 虫 が 発見 され , 死亡 直後 の 5 
fun CSE, 肝 54 隻 , EBEROCEOBBAMIC 
227 隻 の 多数 の 仔 虫 が 証明 され た . 

第 5 OR (体重 kg) で は 予め Cyclator P-type 
を 使用 し て 開 胸 を 行い , 肺 動 静 脈 に カー テル を 挿入 , 
し か る 後 20CC (FRS, 090 隻 ) を 輸血 し た . KRI 
(に は いぜん と し て 仔 虫 は 証明 され な い が , ARR 
29sc 時 に 9 隻 


e 
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終了 前 10 分 で 27 令 の 仔 躍 が み ら れ , 肺動脈 で は 夫々 5 
23 令 及び 8 隻 が 証明 され た . 削 実験 大 は 輸血 終了 
後 15 分 で 死亡 し , その 俊 の 造 究 が 出来 な か っ た . 
以上 の よう に バン クロ フト 和 糸状 下 仔 虫 は 非 固有 宿主 
に 移 注 さ れ て も 未 構 血 内 に は 多 ん ど 出 現し な い . RT 


総括 


著者 は 本 論文 に つい て 糸状 虫 仔 虫 の 生存 期間 に つい 
て 2 , 3 の 観察 を 行っ た 、 本 来 報告 きれ て いる 生存 期 
間 は 不 特定 多数 の 仔 虫 を 用 い , その 最大 生存 期間 で あ 
ら わ し た も の が 多く , その 値 も 一 定 せ ず ま ち ま ち の も 
の が 多い . 著者 は ガラ ス 毛 細管 に 封入 し た 一 定数 の 仔 
虫 が 時 間 と 共に 死 ん で ゆ く 経過 を 観察 し , その 値 で 仔 
虫 死亡 曲線 を 画 く と , その 経過 は 概ね 時 間 の 対数 と 直 
線 的 な 関係 が あり , どく 一 部 の 少数 の 仔 虫 の み が 例外 
的 に 長く 生き の びている. 従っ て 最長 生存 時 間 で 表 わ 
す の は 不 合理 で ある と と が わか る . 死亡 率 に プロ ビッ 
ト 変 換 を 行う と きれ いな 回 帰 線 が 得 
死亡 率 を 求め て その 仔 虫 群 の 理論 的 な 平均 寿 今 と し て 
代表 させ る と と を 提議 し た . と の よう 仔 虫 の 生存 期 
_ 間 の 表わし 方 一 定 の 規準 を 設け る と と に よっ て 比較 


も 可能 に な り , その 解 息 の 混和 も 避け る と と が 出来 る 


ー- ど 考 える . と の 方 法 を 用 いて 色々 の 温度 , 保存 液 の も と 
で の 生存 期間 や 種 に よる 人 違い の 比較 を 行っ て みた . 
先 づ 5°C か ら 37?C に 至る 温度 で , 蒸留 水中 で 貯え 
られ た 犬 糸状 虫 仔 束 に つい て みる と , その 502% 死 亡 時 
間 は 5C で 216 時 間 , 20°C で 61 時 間 , 37°C で は 9 
時 間 と な り 体 外 で の 仔 虫 の 寿命 は 温度 に きわ め て 敏感 

icm edu 低温 で 長く , 37°C の 温度 で は 著 明 に 短 
縮 す る こと と が 窯 わ れる .。 バン クロ フト 仔 虫 で も と れ と 
同じ 傾向 が み ら れ る が , その 値 は 194 時 間 , 96 時 間 , 
JEFES Ce. 

SCAR FERRED REE TR ick chin. それ を み 
る と, RAKES YI OT PRR SICK mA 
DRAEOMEDH CHE CORMIER <, 蒸留 水 で 
も っ と も 劣っ て いる . RAKHACERMEDEDOR 
兎 , 人 の 血 符 の 中 で も 充分 に 生き の び 犬 血 次 と 大 差 な 
い 寿命 を 維持 する こと が 出来 る . De Leo ロア 

bRKBFRCLE DRAFT HHRITKAKRROE 

れ に 比 し 短い が , 特に 人 以外 の 動物 KLAIHR, 
Aoi cH cod CHE Sd, 蒸留 水 より 更 
に すみ や か に 死亡 する . と の 知見 は バン クロ フト 糸状 
虫 が 宿主 適応 性 に 於 いて 特異 性 が 高い と と を 物語 っ て 


られ る が その 5022 


は 大 量 の 人 血 の 輸血 を 行なう と ショ ッ ク 症 状 を お と し 
死亡 す る の で 長期 間 の 観察 は 不可 能 で ある が 肢 臓 摘出 
犬 を 用 いた 実験 で 移 注 後 ま も な い 時 期 に は か な り 多 数 
の 生き た 仔 虫 が 内 臓 血 及び 肺 動 静 脈 , 心臓 血 な ど に 鞭 
績 きれ る と と が 確認 され た . 


考 R 


WO. 次 KK 両 種 任 虫 を 夫々 の 感染 宿主 の 血 弟 と 組合 せ 
て みる こと, 正常 自立 の 場合 の それ と 比べ て 一 様 に 短縮 
UL, し か も その 生存 期間 は 血 末 と より 大 き な 差 が み ら 
E 
5Diccqggbns. 

次 に 動物 体内 に 移 注 され た 仔 虫 の 運命 と その 生存 時 
間 で ある が , 多数 の 犬 糸 状 虫 仔 虫 を 犬 血 液 と 共に 注射 
し た 成績 を みる と 仔 虫 は 最 位 50 日 か ら 最長 170 日 に わ 


_ た っ て 末 醒 血 内 出現 し , し か も 80 日 か ら 100 日 の 間 は 


多 ん ど 安 定 し た 仔 躍 数 が 維持 され て いる . BETRA 
の 多い も の 程 末 模 血 内 に 出現 する 仔 虫 数 も 多く , 持続 
期間 も 長い . 過去 に お いて Underwood (1239) は 
移 注 され た 犬 糸 状 虫 仔 虫 が 2 年 以上 に わた っ て 出現 す 
Un Merida ioni iun ied 

は 少数 の 仔 虫 は 更に 長 時 間 発 見 され る か も し れ な い . 
WRC に 大 部 分 が 消失 する も の と 考え られ る . 
受 血 犬 で も 仔 虫 は 夜 高 く , 昼 (に 低い 定型 的 の 夜間 出 

現 性 の リズ ム が 殆 ん ど 最 後 ま で 認め られ る . CHICK 
し , 穴 兎 に 移 注 され た 場合 に は 出現 邊 中 数 も 一 般 記 少 
な く 日 を 追っ て 急激 に 減少 し 消失 する . し か も 犬 の 場 
合 と 異な っ て 移 注 後 7 日 も する と 供 血 犬 に み ら れ た 夜 
間 出 現 人 性 は ほとん ど 完 全 に 消失 し て いる | 

と の よう に 仔 虫 の 生存 期間 は 非 固有 宿主 で は 短縮 す 

る 傾向 が み ら れ る . 又 仔 虫 の 出現 性 が 宿主 と な る 動物 
の 種類 に より 影響 を うけ る と と は 興味 が ある . 

Rit DICT NY 707 hb ARB RAKE RA 
兎 に 移 注 し , 仔 虫 の 運命 を みて いる が , 注射 続行 中 , 終 
了 赴 後 の 数 回 の 検 血 で は 遂に 仔 虫 が 発見 出来 な い . EE 
(に 予め ショ ッ ク を 予防 する た め 肝臓 岳 出 を 行っ た 犬 を 
用 いて も 未 模 箇 か ら の 仔 虫 の 発見 は 出来 な か っ た が 門 
脈 血 に 2 て 9 隻 が 数 回 に わた っ て 発見 され , 死後 解剖 を 
行っ た 例 で は 肺 , 計 , 腎 の 割 面 の 血液 か らき わ め て 多数 
の 仔 虫 が 証明 され , と と に 左 心室 芝 内 血 Ic227 和 隻 の 仔 虫 
が 発見 され た . 又 他 の 1 例 で 肺 動 静 脈 に カテ ー テ ル を 


挿入 し て 調べ て みる と , 夫々 36 及 至 49 隻 が 証明 され た . 


と の よう に 動物 移 注 され た バン クロ フト 任 虫 は 大 


136 | rn 


本 


量 の 移 注 を 行っ て も 未 槽 血 内 に 出現 する と と は 稀 で あ 


Z. し か し 多数 の 生き た 仔 虫 が 内 騰 と と に 肺 , 肝 及 び 
大 血管 に 著 積 され 更に 長 時 間 生 き の ぴ る と と が 考え ら 
15. 
ARINE 7&2» 722» 発見 出来 な いと と は 既に Fäll- 


18 


1 ) AA COL 3 D FECHA OSI BE BEL cs 
あり , 5022 値 て MIMDso ) ERD, CORO 
均 生 存 時 間 と する と と が 出来 る . 

2) 仔 虫 の 生存 時 間 は 5»C で 最 
な る と 早く 死亡 する . 

8) 夫々 対応 宿主 の 血 巡 内 で 最も 長く 生存 する が , 

感染 宿主 血 具 は 抑制 的 に 働く | 
(04) いか な る 条件 の も と で も バン クロ フ . ト 仔 虫 は 犬 
糸状 虫 の それ よら 生存 時 間 が 短く , 人 以外 の 動物 血 符 

で は 早く 死亡 する . 

5) 犬 糸 状 虫 仔 虫 は 犬 に 移 注 され る と 長期 に わた り 


も 長く , 37°C t 
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